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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 黒鉛減速型原子炉の黒鉛中に生成する半減期が 5730 年の放射性炭素
14C を、ナノ細孔体の量子篩分け効果を用いて選択的に細孔中に吸着す

ることにより、効率よく分離処理するための要素技術の開発を行う。 

 

２．総合評価 
S 

・様々の一次元並びに二次元細孔ナノ構造を有する材料について、D2/H2、
12CH4/

12CD4、
13CH4/

12CH4の分離実験、吸着シミュレーションを行い、量子

分子篩分け効果が有効であることを世界で初めて実証した。また、分子

量が大きくかつ分子量比の小さいメタン系については、2次元スリット

型構造が優れていることを計算シミュレーションも用いて明らかにし、
12CH4-

14CH4 混合ガス分離への適用の目処をつける等、極めて優れた成果

を挙げている。 

・軽元素同位体分離の新しい手法として発展が期待される。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 


